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　くすりのまち甲賀10時間（5時間）耐久リレーマラソン
では、毎年地域の方がボランティアで給水ポイントを設け
られています。

　この給水ポイントでは、本格的な給水の光景に加え、ランナーがドリ
ンクを飲んだり、地元の特産品を食べたりしながら談笑する楽しいふ
れあいの光景が繰り広げられていたのが印象的でした。長時間にもか
かわらず、終始笑顔のボランティアの皆さんを見て、活動を通して得ら
れるふれあいや喜びがボランティアの大きな魅力なのだと感じました。
　であいこうかでご紹介している谷永さんも、長年ボランティアを続
けてこられた理由を極めてシンプルに、好きだから、楽しいから、と話
されています。ボランティアというと「何か大変そうだな」と考えがち
かもしれませんが、楽しむことが基本なのでしょうね。　ち
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̶ お詫びと訂正 ̶ 
10月15日号の裏表紙「ものづくりこうかNO.19」で紹介させていただいた株式
会社奥田工務店水口支店の記事中で誤りがありました。お詫びして訂正します。
2段目8行目　誤：「友・愛・夢」→ 正：「心・愛・夢」

▲身近な素材で生け花を楽しむ親子
　（伴谷幼稚園・関連記事は15ページ）
▲身近な素材で生け花を楽しむ親子
　（伴谷幼稚園・関連記事は15ページ）
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平成
21年度

市の基本となる会計

年間収支が500万円の家計に置き換えてみると

税収総額：136億5,848万円

132,257円
※市税（法人市民税などを除く）の収入を３月

31日現在の人口で計算しました。

預金の取り崩し
 （基金繰入金）　5万円

給料（市税）
201万円

その他の収入
（分担金・負担金
など）　39万円

銀行からの借り入れ
（市債）　29万円

預金（積立金）　8万円

食費（人件費）
94万円

親類への援助、町
内会費などの交際
費（補助費・出資・
貸付金）　94万円

光熱水費（物件費）
81万円

住宅等ローン返済
（公債費）　78万円

子どもへの仕送り
（繰出金）
64万円

医療費や教育費（扶
助費）　45万円

家の増改築、修繕（普通建
設費・維持補修）　36万円

歳入決算額
339億2,722万円

市税
136億5,848万円
40.3％

その他
36億7,252万円
10.8％

県支出金
19億3,023万円
5.7％

市債
19億9,645万円
5.9％

地方譲与税等
21億9,952万円
6.4％

国庫支出金
38億2,638万円
11.3％

地方交付税
66億4,364万円
19.6％

※その他は、分担金・負担金、使用
料・手数料、寄附金など

一般会計

合計　348,901円
福祉や国民健康保険などの民生費が一番
多くなっています。

歳出決算額
331億2,712万円

総務費
58億3,370万円
17.6％

民生費
82億9,838万円
25.0％

衛生費
37億7,105万円
11.4％

農林水産業費
14億8,566万円
4.5％

土木費
26億84万円
7.9％

教育費
36億1,410万円
10.9％

公債費
51億3,587万円
15.5％

その他
23億8,752万円
7.2％

項　目 内　容 金　額
総務費 自治振興や交通、企画・立案や内部管理に 61,442円
民生費 高齢者や子ども、障害者の福祉に 87,400円
衛生費 健康で衛生的な生活環境の推進に 39,717円
農林水産業費 農業や林業の振興に 15,647円
土木費 道路や公園などの公共施設の整備に 27,393円
教育費 学校教育の充実、文化・スポーツの振興に 38,064円
公債費 市が借りたお金の返済に 54,092円
その他 消防、商業の振興、議会の運営経費など 25,146円
※市民1人あたりの各支出を3月31日現在の人口で計算しました。

※その他は、議会費、労働
費、消防費、災害復旧費
など

支出 収入

給料と親からの援助だけではまかないきれず、銀行から
お金を借り、預金も降ろしてやりくりしています。親か
らの援助は不安定でこの先が心配です。

医療費、教育費、仕送りなど、減らせない経費が多くあ
ります。食費や親類への援助を切り詰め、家の改築を取
り止めながらやりくりしています。最近、銀行からの新
規借金を少なくし、ローンを前倒しで返済してきたお
かげでローン残高が減少できました。

親からの援助（国・
県からの補助金、
交付税など）
216万円

財布残金（繰越金）　10万円

甲
賀
市
決
算

市民1人あたりの市税負担額

市民1人あたりに支出したお金

■ 自主財源　173億3,100万円　51.1％
■ 依存財源　165億9,622万円　48.9％

2010.11.1 �



※企業会計の予算額は、「収益的収入・支出」と「資本的収入・支出」の合算です。

平
成
21
年
度
の
甲
賀
市
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
な
か
、「
人　

自
然　

輝
き
つ
づ
け
る　

あ
い
甲
賀
」の
実
現
の
た
め
、

生
活
重
視
と
財
政
強
化
を
最
優
先
と
し
た
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

市が特定の事業を行うための会計

歳入決算額 歳出決算額
21年度 20年度 21年度 20年度

特
別
会
計

国民健康保険 85億6,266万円 83億6,719万円 79億8,258万円 79億6,585万円 
老人保健医療 5,724万円 8億2,838万円 5,531万円 8億2,808万円
後期高齢者医療 13億8,996万円 12億5,806万円 13億7,007万円 12億4,502万円
介護保険 45億1,929万円 43億4,240万円 44億6,798万円 42億8,704万円
公共下水道事業 36億8,272万円 44億9,770万円 36億2,343万円 44億4,245万円
農業集落排水事業 10億2,212万円 14億8,156万円 10億1,994万円 14億7,710万円
土地取得事業 1,762万円 4億4,729万円 1,735万円 4億4,482万円
野洲川基幹水利施設
管理事業 1,503万円 1,506万円 1,502万円 1,504万円

鉄道経営安定対策基金 2,216万円 2,209万円 2,216万円 2,209万円
鉄道施設整備基金 2,182万円 3,153万円 2,181万円 3,153万円
国民健康保険診療所 5億3,823万円 5億1,547万円 5億1,888万円 5億590万円
浄化槽管理事業 1億2,114万円 2億2,294万円 1億1,472万円 2億2,189万円
介護老人保健施設事業 1,137万円 ー 1,137万円 ー

小　計 199億8,136万円 220億2,967万円 192億4,062万円 214億8,681万円
企
業
会
計

病院事業 9億4,244万円 8億9,010万円 10億5,980万円 10億743万円 
水道事業 33億8,359万円 40億3,459万円 42億2,675万円 45億6,661万円 

小　計 43億2,603万円 49億2,469万円 52億8,655万円 55億7,404万円 
合　計 243億739万円 269億5,436万円 245億2,717万円 270億6,085万円 

特別会計

　

平
成
21
年
度
は
、前
の
年
か
ら
始
ま
っ
た
世
界

的
な
経
済
不
況
の
影
響
を
想
定
し
、市
民
税
を
中

心
に
確
実
な
歳
入
を
予
測
し
予
算
を
見
積
も
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
」を
基
本
姿
勢

に
歳
出
も
抑
制
を
行
う
な
か
、優
先
す
べ
き
は
生

活
重
視
と
財
政
基
盤
強
化
と
し
て
、福
祉
や
教
育

な
ど
市
民
生
活
に
密
着
す
る
も
の
は
で
き
る
限

り
縮
減
幅
を
抑
え
、財
政
面
で
も
返
す
額
以
上
の

借
り
入
れ
は
行
わ
な
い
こ
と
を
基
本
に
、市
債
の

繰
上
償
還
も
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

職
員
数
削
減
や
管
理
職
手
当
及
び
特
別
職
の
給

与
一
部
カ
ッ
ト
に
加
え
、機
構
再
編
に
よ
る
組
織

の
ス
リ
ム
化
な
ど
内
部
の
無
駄
に
メ
ス
を
入
れ

な
が
ら
、補
助
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
施
策
に
対

し
て
も
重
要
度
や
優
先
度
を
考
慮
し
ま
し
た
。執

行
面
で
は
、安
易
な
予
算
執
行
を
禁
じ
、執
行
残

額
を
財
源
と
し
て
活
か
す
こ
と
の
徹
底
を
図
り
、

原
資
で
あ
る
市
民
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
税
で
最

も
効
果
が
現
れ
る
市
行
政
の
運
営
に
努
力
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、平
成
21
年
度
決
算
で
は
、各
財
政

指
標
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
、最
悪
の
状
況
か

ら
は
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
国
や
県
が
直
面
す
る
財
政
危
機
を
回

避
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の
制
度
を
大
き
く
見
直

し
、市
民
に
近
い
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
に
新
た

な
負
担
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。さ
ら

に
、湖
南
市
と
の
事
務
組
合
で
共
同
運
営
し
ま
す

公
立
甲
賀
病
院
の
建
設
や
し
尿
処
理
施
設
の
更

新
を
は
じ
め
、当
市
に
と
っ
て
重
要
な
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
福
祉
施
策
な
ど
、行
政
に
与
え
ら

れ
た
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
に
応
え
な

が
ら
財
政
基
盤
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、引
き
続
き
、簡
素

で
小
回
り
の
利
く
組
織
に
向
け
て
、職
員
定
数
の

適
正
化
、行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
な
が
ら
、

将
来
に
向
け
て
逞
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

将
来
に
向
け
た
逞
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

〜
財
政
強
化
の
取
り
組
み
に
よ
り
状
況
を
改
善
〜

甲
賀
市
長　

中
嶋 

武
嗣

2010.11.1� 平成22年11月1日



協
働
の
目
標

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、

ま
ち
の
成
長
力
を
高
め
る

●�

自
治
ハ
ウ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

3
，5
5
3
万
円

　

区
・
自
治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の

た
め
、自
治
ハ
ウ
ス
建
築
・
改
修
や
事
務

備
品
、設
備
等
の
整
備
に
必
要
な
費
用
を

助
成
し
ま
し
た
。

●
区
事
務
活
動
・
地
域
区
長
会
交
付
金

�

5
，1
9
7
万
円

　

1
9
9
の
区
・
自
治
会
と
地
域
区
長
会

に
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●
補
償
金
免
除
繰
上
償
還

�

4
億
2
，2
8
2
万
円

　

高
利
率
の
市
債
の
繰
上
償
還
を
行
い
、

財
政
健
全
化
を
図
り
ま
し
た
。
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標
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生
活
の
安
心
感
を
み
ん
な
で

育
て
る

●
感
染
症
予
防
事
業�

2
，2
6
6
万
円

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
補
助
を
は
じ
め
、感
染
症
の
予
防
と
ま

ん
延
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

●�

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
助

成
事
業�

3
4
7
万
円

　

低
所
得
者
世
帯
の
作
業
所
利
用
料
を

助
成
し
ま
し
た
。

●
外
国
語
通
訳
の
設
置�

7
9
9
万
円

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
3
人
を
配
置
し
、

外
国
籍
市
民
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
ま
し

た
。

●
敬
老
金
支
給
事
業�

1
，9
7
2
万
円

　

敬
老
の
意
を
表
し
、80
歳
以
上
の
方
に

敬
老
金
を
、88
歳
、99
歳
の
方
に
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
事
業

�

7
，5
9
6
万
円

　

柏
木
・
甲
南
な
か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ
の

建
築
を
は
じ
め
、児
童
が
安
全
に
生
活
で

き
る
場
の
提
供
と
健
全
な
育
成
に
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。

●
保
育
園
運
営
事
業

�

10
億
2
，1
6
5
万
円

　

市
立
保
育
園
管
理
運
営
、私
立
保
育
園

運
営
委
託
を
は
じ
め
、感
染
症
予
防
の
た

め
の
備
品
を
購
入
す
る
な
ど
、安
全
・
安

心
な
保
育
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

●
公
立
甲
賀
病
院
移
転
整
備
事
業

�

1
億
6
，2
7
7
万
円

　

ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
国
道
1
号
の

平
面
交
差
点
の
設
置
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

●
母
子
保
健
事
業�

7
，1
2
5
万
円

　

公
費
負
担
を
増
や
し
た
妊
婦
検
診
の

ほ
か
、乳
幼
児
健
診
や
相
談
・
教
室
事
業

を
行
い
、健
や
か
な
子
ど
も
の
発
育
と
子

育
て
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、甲
賀
市
総
合
計
画
を「
羅
針
盤
」と

し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
も
総
合
計
画
に
掲
げ
る
目
標
に
沿
っ
て
様
々
な
事
業

を
行
い
ま
し
た
。こ
こ
で
は
昨
年
度
取
り
組
み
を
進
め
た
主
な
事

業
を
、目
標
ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。（
繰
越
事
業
を
含
む
）

市
民
生
活
に
密
着
し
た

事
業
を
展
開

▲�新しくできた甲南なかよし児童クラブ

▲�甲賀病院アクセス道路平面交差点

▲�安全・安心な保育園の運営
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目
標
2

自
然
環
境
を
大
切
に
し
、

暮
ら
し
の
豊
か
さ
に
つ
な
ぐ

●
ご
み
収
集
事
業

�

9
億
6
，4
5
9
万
円

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
分
別
収

集
と
処
分
や
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

し
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。ま
た
、廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
リ
サ
イ
ク
ル（
う
ち

9
，4
5
0
万
円
）を
開
始
し
ま
し
た
。分

別
の
進
展
に
よ
り
、資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

は
も
ち
ろ
ん
、処
分
場
や
焼
却
施
設
の
負

担
軽
減
が
図
れ
ま
す
。

●
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
事
業�

1
9
6
万
円

　

エ
コ
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
な
ど
で
エ
コ

ラ
イ
フ
の
推
進
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

●
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
事
業

 

3
，6
7
4
万
円

　

里
山
づ
く
り
事
業
を
は
じ
め
、琵
琶

湖
の
水
源
と
な
る
甲
賀
の
森
林
を
大
切

に
育
て
る
た
め
の
事
業
を
行
い
ま
し

た
。

●
水
口
城
跡
周
遊
道
路
整
備
事
業

�

2
6
5
万
円

　

水
口
城
堀
北
側
の
路
盤
舗
装
と
、南
側

法
面
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

目
標
3

安
全
で
快
適
な
生
活
の
基
盤
を

整
え
、ま
ち
の
活
力
を
高
め
る

●
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

�

1
億
5
，8
6
4
万
円

　

寺
庄
駅
舎
建
築
や
長
野
地
区
・
甲
賀
駅

周
辺
地
区
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

�

2
億
6
，5
1
7
万
円

●
消
防
施
設
維
持
管
理
・
整
備
事
業

�

7
，5
2
5
万
円

　

ポ
ン
プ
積
載
車
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
な

ど
の
更
新
、修
繕
を
行
い
、消
防
力
の
向

上
と
維
持
に
努
め
ま
し
た
。

●
市
道
新
設
改
良
工
事

�

3
億
6
，4
3
4
万
円

　

生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、地
域

の
生
活
道
路
を
中
心
に
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

目
標
4

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、元
気

な
産
業
を
伸
ば
す

●�

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
交
付

金
事
業�

5
，3
0
2
万
円

　

離
職
さ
れ
た
非
正
規
労
働
者
の
方
等

に
、一
時
的
雇
用
お
よ
び
就
業
機
会
を
創

出
し
ま
し
た
。

●
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

�

5
，4
2
0
万
円

　

環
境
保
全
事
業
の
実
施
と
環
境
こ
だ

わ
り
農
産
物
の
作
付
け
を
推
進
し
ま
し

た
。

●
鳥
獣
害
対
策
・
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

�

1
，4
0
5
万
円

　

サ
ル
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
軽
減

や
駆
除
に
努
め
ま
し
た
。

●
経
済
振
興
特
区
推
進
事
業

�

1
，4
5
4
万
円

　

海
外
販
路
拡
大
事
業
で
信
楽
焼
を
世

界
に
発
信
し
た
ほ
か
、ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

の
準
備
や
伝
統
産
業
会
館
の
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

目
標
5

た
く
ま
し
い
心
身
と
郷
土
へ

の
誇
り
も
つ
人
を
育
て
る

●
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

�

8
4
7
万
円

　

地
域
の
特
色
・
伝
統
に
基
づ
い
て
、学
校

独
自
の
様
々
な
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

●
市
史
編
纂
事
業�

1
，7
6
6
万
円

　

第
6
巻「
民
俗
・
建
築
・
石
造
文
化
財
」

を
刊
行
し
ま
し
た
。

●
小
学
校
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

�

4
，8
0
8
万
円

●
市
内
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査
事
業

�

1
，8
5
4
万
円

●�

綾
野
小
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造

事
業�

1
億
7
，8
8
6
万
円

▲�ごみの資源化を促進する廃プラスチック類の分別収集

▲�新しい寺庄駅舎

▲�甲賀市史第6巻
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第
５
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会

が
８
月
31
日
か
ら
９
月
28
日
ま

で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。審
議
・
可
決
さ
れ
た
主
な
議

案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▪
委
員
の
選
任
お
よ
び
推
薦

（
敬
称
略
）

◦
甲
賀
市
公
平
委
員
会
委
員

　

山や
ま
し
た下　

孝た
か
じ司

◦ 

甲
賀
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

　

田た
な
か中　

正ま
さ
ひ
ろ裕

　

辻つ
じ　

　

富と
み
こ子

　

竹た
け
う
ち内　

重し
げ
ゆ
き行

◦
人
権
擁
護
委
員

　

西に
し
む
ら村　

泰や
す
お雄

▪
平
成
21
年
度
決
算

　

２
～
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▪
平
成
22
年
度
補
正
予
算

◦ 

甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

◦ 

甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）他

９
件

◦ 

甲
賀
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

�

▪
条
例
の
制
定

· 

甲
賀
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

· 

甲
賀
市
民
交
流
駅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

· 
甲
賀
市
父
子
家
庭
等
児
童
育

成
手
当
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

· 

甲
賀
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

· 

甲
賀
市
特
定
農
山
村
地
域
活

性
化
基
金
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

· 

甲
賀
市
猟
区
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

▪
契
約
の
締
結

◦ 

工
事
名

　

 

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
陸
上
競

技
場
フ
ィ
ー
ル
ド
整
備
工
事

◦ 

契
約
額

　

２
億
２
，９
９
２
万
９
千
円

◦ 

契
約
相
手
方

　

 

長
谷
川
体
育
施
設
株
式
会
社

関
西
支
店

　平成21年度一般会計、13の各特別会計及び基金運用状
況、病院事業会計並びに水道事業会計について決算審査
を実施しました結果、計数、関係帳簿等を確認し、いずれ
も適正であると認めました。
　平成21年度は、一昨年秋の世界的な金融危機以降景気
低迷が続く中、地方公共団体においても自主財源の根幹
である税収入の減による厳しい行財政運営が迫られてい
ます。
　まず、一般・特別会計全体の単年度収支額は３億３千万
円余の黒字決算となったところです。しかしながら、税・
料金等の収入未済額は、19億円を超えており、また、不納
欠損額も２億１千万円超となるなど、憂慮すべき実態と
なっています。
　この対策として、滞納債権対策課と所管課等との連携
のもと、滞納額回収の取り組みがされていますが、引き続
き負担の公平性の観点からも、悪質と判断される滞納者
に対しては毅然とした姿勢で対応され、未収金発生の防
止策及び早期回収を一層強化されるよう要請したところ
です。
　各部局においては、このような厳しい財政状況の認識
に立ち、経費節減の努力をされ、結果、経常収支比率が前
年度より４．６ポイント改善されたことは一定の評価を
するものです。
　今後においても、税収入の確保、未収金の回収等財源の
確保に努められる一方、各施策・事業の必要性、重要性等
も見極めた上で、限られた財源の重点配分と効率的・効果
的な経費支出を図られ、よりよい市民サービスの提供が

なされるよう望むものです。
　次に、病院事業会計決算では、当年度純損失約５千万円
余りで、当年度未処理欠損金は約５億３千万円となって
います。医師の確保が一段と厳しい状況下にあって、自治
体病院の使命である地域医療の確保と、拠点施設の維持
のため、病院改革プランを着実に実行され、健全な病院経
営に努められることを要望したところです。
　 次 に 、水 道 事 業 会 計 決 算 で は 、当 年 度 純 利 益 約
１億１千万円余りとなり、結果当年度未処理欠損金は約
７億３千万円余りとなりました。今後におきましても、水
道事業経営の改善に尽力され、経営基盤の強化に努めら
れるよう望むものです。また、水道料金の未納について
も、負担の公平性の観点から、引き続き滞納者の状況等を
的確に把握され、未収金の確実な管理と徹底した収納対
策に努められるよう望むものです。
　最後に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
よる甲賀市の健全化判断比率に関しては、実質赤字比率
と連結実質赤字比率は、総務省が示す早期健全化基準と
比較しますとこれを下回っており、良好な状況であると
言えます。また、実質公債費比率、将来負担比率ともに早
期健全化基準と比較すると下回っていますが、実質公債
費比率について、地方債協議・許可制移行基準の18.0％を
上回っていることから、財政硬直化の深刻な状況に至ら
ないよう、今後の慎重な対応を望むところであります。

監査委員事務局　☎ 65-0656　  63-4577
問い合わせ

決　算　審　査　報　告 相
あ い か わ

川　良
よ し か ず

和
服
は っ と り

部　治
は る お

男
監査委員

第
5
回 

甲
賀
市
議
会
定
例
会

平成22年
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NO.12

　　　　　　 地域コミュニティ推進室  ☎ 65‐0687   63‐4554問い合わせ

　誰もが自分らしく活きいきと暮らしやすい社会になる
よう、子育てや介護等について身近な市民があなたと同
じ目線で日頃の思いを語ってくれます。
　どなたでも楽しくご参加いただけますのでお気軽にお
こしください。

人権推進課　人権政策係　☎ 65‐0695   63‐4582
問い合わせ

認めあい　支えあい
あなたもわたしも輝いて

日時　11月28日（日）　13:00受付　16:00終了
場所　あいの土山文化ホール
●手話通訳・託児あり
　 託児（2〜6歳）は11月12日（金）までに右記までお申込

みください。

【主催】甲賀市男女共同参画社会づくりフォーラム実行委員会
　　　甲賀市、（社）甲賀・湖南人権センター

【共催】甲賀市人権教育推進協議会土山支部

13:30 オープニング
 山内エコクラブ「鈴鹿馬子唄とジャンボ絵本」
14:00 パネルディスカッション
 パネラー　オリカイネン マルクさん
　　　　　　　　　鹿

し か た

田　由
ゆ か

香さん
　　　　　　　　　原

は ら だ

田美
み え こ

枝子さん
　　　　　　　　　吉

よ し だ

田　秀
ひでゆき

之さん
 コーディネーター  中

なかむら

邨満
ま ゆ み

由美さん

ロビーでは、るり
こう園、青少年支
援ハウス 輝、け
いかん共働作業
所による展示・販
売をします！

甲賀市男女共同参画社会づくりフォーラム2010
入場無料

（
仮
称
）自
治
振
興
会
設
立
へ
地
域
独
自
の
取
り
組
み

準
備
委
員
会
委
員
は
、区
選
出
の
区
民
が
参
画

―
土
山
地
域
山
内
学
区
―

　

10
月
13
日
に
自
治
振
興
会
設
立
準
備
委
員
会
が
設
立
さ

れ
た
土
山
地
域
の
山
内
学
区
。

　

同
学
区
で
は
、準
備
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、区
長
や
各

種
団
体
の
代
表
者
な
ど
の
ほ
か
、各
区
か
ら
選
出
さ
れ
た

40
歳
代
か
ら
60
歳
代
の
委
員
18
名
を
あ
わ
せ
て
36
名
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
区
選
出
の
委
員
は
、地
域
の
生
の
声
を（
仮
称
）自

治
振
興
会
の
組
織
化
や
地
域
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

と
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、区
役
員
以
外
の
区
民
の
方
、男
女

1
名
ず
つ
を
各
区
か
ら
独
自
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、36
名
の
委
員
の
中
か
ら
幹
事
15
名
を
あ
わ
せ
て

選
出
、幹
事
会
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
、ま
ず
こ
の

幹
事
会
が
中
心
と
な
っ
て
、来
年
4
月
の
発
足
時
に
必
要

な
組
織
化
や
規
約
、地
域
づ
く
り
計
画
の
策
定
、予
算
案
な

ど
の
素
案
を
ま
と
め
、そ
の
都
度
、全
体
会
で
協
議
し
、準

備
委
員
会
の
案
を
ま
と
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、地
域
課
題
の
掘
り
起
こ
し
へ

　

山
内
学
区
で
は
、地
域
事
情
に
即
し
た（
仮
称
）自
治
振

興
会
設
立
を
進
め
る
た
め
に
は
、ま
ず
地
域
課
題
の
掘
り

起
こ
し
が
重
要
と
し
、準
備
委
員
会
設
立
ま
で
に
学
区
内

の
各
種
団
体
代
表
者
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
さ

れ
ま
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
鳥
獣
害
」「
非
農
家

の
増
加
に
よ
る
環
境
悪
化
」「
若
者
の
流
出
と
過
疎
化
」な

ど
の
課
題
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、準
備
委
員
会
委
員
に
よ
り
同
様
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
、様
々
な
視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
地

域
課
題
が
出
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、2
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
の
検
討
を
進
め
、そ
れ

を
基
に
し
た
地
域
づ
く
り
計
画
の
策
定
、必
要
な
部
会
の

検
討
や
組
織
化
、規
約
、予
算
な
ど
の
素
案
を
ま
と
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、

区
民
あ
げ
て
の
ま
ち
づ
く
り
へ

　

山
内
学
区
で
は
、今
後
、

区
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
も
予
定
さ
れ

て
お
り
、そ
の
結
果
は
、準

備
委
員
会
で
策
定
さ
れ
る

地
域
づ
く
り
計
画
に
も
反

映
さ
れ
る
そ
う
で
、区
民
あ

げ
て
の
ま
ち
づ
く
り
と
す

る
た
め
に
様
々
な
展
開
を

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）自
治
振
興
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、今
後
も
こ
う
し
た
各
地
域
の
情
報
を
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、市
内
で
は
、来
年
4
月
の（
仮
称
）自
治
振
興
会
の
設
立
に
向
け
て
、モ
デ
ル
事
業
へ
の
取
り
組
み
や
設
立
準
備
員
会

の
設
立
な
ど
、地
域
の
独
自
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、様
々
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
事
業
で
は
、先
例
地
を
視
察
い
た
だ
く
地
区
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、課
題
抽
出
の
た
め
の
地
区
現
状
調
査
な
ど
、

地
域
事
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、少
し
で
も
充
実
し
た
組
織
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
工
夫
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、設
立
準
備
委
員
会
を
設
立
さ
れ
た
土
山
地
域
山
内
学
区
の
取
り
組
み
の
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲�準備委員会会議の様子
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トリエンナーレ情報局

盛
り
上
げ
よ
う

11
会
期
◦
10
月
1
日（
金
）～
11
月
23
日（
火
・
祝
）

　
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
信
楽
を
舞
台
に
、地
元
の
方
の
あ
た
た
か
い
お
も
て
な
し
や
ま
ち
の
魅
力
を

発
信
す
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
る「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」。

　

ま
ち
全
体
が
会
場
の「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」で
は
楽
し
み
や
感
動
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

い
っ
ぱ
い
で
す
。今
回
は
、そ
ん
な
風
景
と
こ
れ
か
ら
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■11月3日（水・祝） 15時〜
　移動体ギャラリーシンポジウム
　（藤喜陶苑）
■11月9日（火）〜23日（火・祝）
　作家の一語・信楽での一会（新宮神社）
■11月23日（火・祝）
　狸相撲トーナメント千秋楽（黒壁）

　「信楽まちなか芸術祭」のメイン展示であ
る「信楽ライフ・セラミックス展」では、信楽
焼のある「生活の心地よさ」をテーマに、日常
の暮らしに新たな生活シーンを提案します。
　「信楽ライフ・セラミックス展」の企画展も
開催します。
■開催中〜11月23日（火・祝）
　環境とくらし展（信楽産業展示館）
■11月2日（火）〜26日（金）
　ビアマグ展（信楽産業展示館）
■11月14日（日）13時〜
　談話会（信楽産業展示館ホール）
■開催中〜12月12日（日）
　特別展
　「しがらきやき―直方の茶陶�春斎の壺―」
　（陶芸館）
信楽焼を代表する二大巨匠にスポットを当
て、信楽焼の魅力を紹介します。

陶芸の森会場

▲�駅前で歓迎する大タヌキ前で記念撮影▲�信楽駅ではオリジナル煎餅「駅煎」をプレゼント
▲�

黒
壁
国
技
館
狸
相
撲
信
楽
場
所

　
の
熱
戦

▲�「
地
球
の
声
を
聴
く
た
め
に
」

　
会
場
の
登
窯

�まちなみまるごとアート化活動での版築作業

▲

▲�土灯りの散歩道展覧会

▲�信楽ライフセラミックス展

▲�最大規模で行われた陶器市（10月9日〜11日）
2010.11.1 �



　

ま
ち
な
か
会
場
で
は「
窯
元
の
日
常
を
見
せ
る
」工
房
見
学
や「
窯
元

の
お
宝
を
見
せ
る
」歴
代
展
が
来
場
者
に
大
人
気
で
す
。ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、ま
ち
な
か
を
自
由
に
散
策
し
、陶
産
地
の

風
土
や
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

MIHO MUSEUM会場
中世のやきものの優品の持つ「力強さと素朴さ」が感動を与えます。

■開催中〜12月12日（日）
　秋季特別展「古陶の譜�中世のやきもの―六古窯とその周辺―」
（月曜休館）

　

紫
香
楽
宮

は
、
聖
武
天

皇
が
信
楽
の

地
に
造
営

し
、
首
都
に

な
っ
た
都
で

す
。た
く
さ
ん
の
焼
物
で
生
活
を
彩
っ
た
都
の
暮

ら
し
が
陶
都「
し
が
ら
き
」の
原
点
で
す
。

　

日
本
で
は
じ
め
て
出
土
し
た「
万
葉
歌
木
簡
」

や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
で
浮
か
び
上
が
ら
せ

再
現
し
た
紫
香
楽
宮
の
朝
堂
跡
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■11月7日（日）9時〜
　紫香楽宮跡たっぷりウォーク
　（信楽高原鐵道雲井駅集合）

　朝宮茶の歴史や製造工程を学べる展示、製造実演会や、
美味しい朝宮茶を味わうことができる試飲、即売会を開
催します。
　11月23日（火・祝）には、朝宮茶の振興を願う恒例の「朝
宮茶まつり」が開催され、朝宮小学校ではお茶の販売や軽
食コーナーなどが設けられます。

■11月7日（日）・14日（日）・23日（火･祝）10時〜16時
　朝宮茶と信楽焼（朝宮農業技術拠点施設）

　　　　　　  信楽陶芸トリエンナーレ実行委員会
 ☎ 　  　ホームページ　http://tri.shigaraki-sp.com
問い合わせ

ま
ち
な
か
会
場

朝宮会場

紫
香
楽
宮
会
場

▲�紫香楽宮ゆかりの
　作品を展示

▲�陶人形で都のある一日を再現

▲�朝宮茶の手もみ体験

▲�来場10万人目を祝し、中嶋市長から
記念品を受け取る神戸市西区・河

かわなか
中

裕
ゆうじ
治さん、政

まさこ
子さん夫妻

� 平成22年11月1日2010.11.1



　市では、保護者が仕事や病気などにより昼間家庭で保育
できない児童に対し、健全な育成を図るため、放課後の集団
生活の場「児童クラブ」（学童保育）を設置しています。
　平成23年度の申し込みを下記のとおり行いますので、平
成23年度途中から利用予定の方も、この期間に申し込みを
してください。

●利用対象者
　小学校1〜3年生
　（定員に余裕があれば6年生まで利用可能のクラブもあります。）

●利用時間
　平　日 : 放課後〜18時
　土曜日 :  8時〜18時（各地域（町）単位で5人以上あれば開所）
　　　　　夏休み・春休み・冬休み : 8時〜18時
●利用料金　平日10,000円/月
　　　　　　（土曜日、夏休み等は利用料金が加算されます。）
●申込先　　通学している学校区のクラブ

児童クラブ名 所　在 学校区 定員（概ね） 申し込み期間 電話番号

水口児童クラブ 水口町八坂 水口 40名
12月2日（木）〜4日（土）
時間　9:30〜18:30
　　　9:30〜12:30（土曜日）

※利用希望者説明会
　11月9日（火） 20:00〜
　碧水ホール
　（申請用紙当日渡し）

NPO法人
わくわくキッズ
☎63-4655

（水口町八坂）

綾野児童クラブ 水口町八坂 綾野 35名

貴生川児童クラブ 水口町三大寺 貴生川 40名

貴生川第２児童クラブ 水口町三大寺 貴生川 30名

伴谷児童クラブ 水口町伴中山 伴谷 40名

伴谷東児童クラブ 水口町山 伴谷東 40名

柏木児童クラブ 水口町北脇 柏木 20名

土山かしきや児童クラブ 土山町北土山 土山 15名

11月1日（月）〜12日（金）

☎66-0872

大野児童クラブ 土山町大野 大野 25名 ☎67-0302

甲賀町児童クラブ 甲賀町上野 甲賀町全域 25名 ☎88-2384

甲南そまっこ児童クラブ 甲南町深川 甲南第一 60名 ☎86-7798

甲南わくわく児童クラブ 甲南町希望ヶ丘 希望ヶ丘 60名 ☎86-4024

甲南なかよし児童クラブ 甲南町竜法師 中部・第二・第三 40名 ☎86-1577

小原つばさ児童クラブ 信楽町柞原 小原 15名 ☎82-4511

雲井くもっこ児童クラブ 信楽町牧 雲井 20名 ☎83-0311

信楽児童クラブ 信楽町江田 信楽 30名 ☎82-2010

　　　　　　  社会福祉課　児童家庭支援係　☎ 65-0705　  65-4058問い合わせ

児童クラブ利用申込受付

※詳しくは、各クラブへお問い合わせください。
　 入所については、入所基準に該当し保育の必要性の

高い方から決定します。

平成
23年度

※申し込み、お問い合わせは平日の15時〜18時にお願いします。（わくわくキッズは10時〜17時30分）

　

お
仕
事
の
相
談
や
雇
用
保
険
の
相
談
の
ほ
か
、生

活
や
住
ま
い
の
相
談
や
手
続
き
の
受
付
を
行
う「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
」を
開
催
し
ま
す
。

　

市
の
社
会
福
祉
課
や
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
う

業
務
や
弁
護
士
に
よ
る
多
重
債
務
の
相
談
も
行
い

ま
す
。

　
　●�

11
月
18
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時

　

湖
南
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

11
月
25
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
賀

※ 

甲
賀
市
に
お
住
ま
い
の
方
は
で
き
る
だ
け
25
日

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

仕
事
の
相
談　

職
業
相
談
、職
業
訓
練
相
談
、雇

用
保
険
相
談
な
ど

●�

住
宅
の
相
談　

住
宅
手
当
、雇
用
促
進
住
宅
の
入

居
相
談
な
ど

●�

生
活
の
相
談　

総
合
支
援
資
金
貸
付
・
臨
時
特
例

つ
な
ぎ
資
金
・
生
活
保
護
相
談
な
ど

●�

多
重
債
務
相
談（
予
約
制
・
先
着
6
名
、1
名
30
分

の
相
談
）

※ 

多
重
債
務
相
談
の
み
予
約
制
の
た
め
事
前
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
賀
へ
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※ 

当
日
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、ス
ペ
イ
ン
語
の
通
訳
を

配
置
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

相
談
内
容

問
い
合
わ
せ

甲
賀
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
賀
）

☎
6
2
-0
6
5
1　

 

6
3
-1
8
2
5

社
会
福
祉
課　

生
活
福
祉
係

☎
6
5
-0
7
0
1　

 

6
3
-4
0
8
5

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス

・
デ
イ
を
開
催

離
職
等
に
よ
り
仕
事
・
住
ま
い
・
生
活
に

お
困
り
の
皆
さ
ん
へ
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日本脳炎2期
予防接種について

　

日
本
脳
炎
は
蚊
が
媒
介
す
る

感
染
症
で
す
。現
在
１
期（
３
歳

児
～
７
歳
６
か
月
未
満
）の
お
子

さ
ん
は
希
望
に
よ
り
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
２
期

（
９
歳
～
12
歳
）の
方
も
、希
望
に

よ
り
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。２
期
対

象
者
で
、接
種
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち

の
上
、保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。必
要
な
予
診
票
を
交

付
し
ま
す
。（
電
話
受
付
お
よ
び

郵
送
は
行
い
ま
せ
ん
。）

※ 

国
に
お
い
て
は
２
期
接
種
対

象
者
に
、積
極
的
な
接
種
勧
奨

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※ 

１
期
接
種
を
３
回
目（
追
加
）

ま
で
完
了
し
て
い
な
い
方
に

つ
い
て
は
、２
期
の
対
象
年
齢

内
で
不
足
分
を
接
種
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
介
護
課　

健
康
支
援
係

☎
6
5
-0
7
0
3

 

6
3
-4
0
8
5

インフルエンザは、予防が重要

飛まつ感染を防ぎましょう
 咳 エ チ ケ ッ ト を 守 り ま
しょう。

接触感染を防ぎましょう
  せっけんでこまめに手洗
いしましょう。

感染症への抵抗力をつけましょう
  十分な睡眠、規則正しいバランス
の取れた食事、適度な運動、こま
めな水分補給が大切です。

感染予防の三原則

　急な発熱、咳やのどの痛み、筋肉痛などの症状が
あり、感染したかなと思ったら、必ずマスクをして
医療機関を受診してください。
　薬を処方されたら指示通りに最後まで服用してく
ださい。
　熱が下がってもインフ
ルエンザの感染力は残っ
ていて、周囲の人に感染さ
せる可能性があります。個
人差はありますが、熱が下
がってから2日間は外出を
避けましょう。

　今シーズンは、「新型インフルエンザ」と「季節性
インフルエンザ」の両方に対応できるワクチンを
接種することができるようになりました。
　市内各医療機関で接種が開始されています。接
種の優先順位はありませんので、接種を希望する
方は各医療機関へお問い合わせください。
　市外医療機関での接種希望の方は、事前に保健
介護課へ確認ください。
　生活保護・市県民税非課税世帯の方は、事前に申請
いただくことにより、接種費用免除を受けること
ができます。12月28日（火）までに保健センターで
手続きをしてください。

保健介護課　健康支援係　☎ 65-0703　  63-4085問い合わせ

かからな
い

うつさな
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
て

インフルエンザに
かかったかな？と思ったら

新型と季節性に対応
～インフルエンザ予防接種～

　日本年金機構では11月を「ねんきん月間」
とし、皆さんに正しく年金制度を理解してい
ただき、年金の重要性を再認識していただく
機会と位置付けています。
　年金保険料の未納期間があると、将来受け
取る老齢基礎年金が減額されたり、受けられ
なくなる場合もあります。
　また、万が一の際の障害基礎年金や遺族基
礎年金も受けられなくなる場合もあります。
　そうならないためにも、保険料は納付期限
内に納めましょう。
　なお、経済的な理由等で納付困難な場合は、
保険料の免除制度に該当する場合もあります
ので、ご相談ください。

草津年金事務所　国民年金課
☎ 077-567-2220
お客様相談室
☎ 077-567-1311
市保険年金課　国保年金係
☎ 65-0688　  63-4618

問い合わせ

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」で
す
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美しく住みよいまちに
～環境美化の日・環境美化運動～

　美しい環境に恵まれた住みよい郷土づくりを進めるため、住
民、事業者、各種団体、県および市町が一体となった環境保全県
民運動として、12月1日を「環境美化の日」と定めています。
　この日を基準日として、11月28日（日）から12月5日（日）にか
けて、県民総参加で環境美化活動を展開、甲賀市では、12月3日

（金）に水口地域工業団地において、各事業所のご協力をいた
だき、一斉清掃を実施します。

　ごみのないきれ
いなまちをめざし、
この機会に各自治
区・各種団体におか
れましても各地域
での清掃活動にご
協力いただきます
ようお願いします。

生活環境課　廃棄物対策係　☎ 65-0690　  63-4582
問い合わせ

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
の

交
付
申
請
書
を
お
届
け
し
ま
す

近畿農政局滋賀農政事務所　地域第一課
☎ 0748‐23‐3841   0748‐23‐3844

問い合わせ

　戸別所得補償モデル対策の

交付金は、2回（12月支払い、3

月支払い）に分けて交付しま

す。まず12月支払いは、米モデ

ル事業の1.5万円/10a（定額部

分）及び自給力向上事業の麦、

大豆、飼料作物〔3.5万円/10a〕

及び新規需要米〔8万円/10a〕

を交付します。

　年内交付分の交付申請に関

する書類が届きますので、交付

申請書に押印いただき提出を

お願いします。

水田農家の
皆さんへ

　
「
甲
賀
市
史
」全
8
巻
の
う
ち
3
冊

目
の
配
本
と
な
る
第
7
巻「
甲
賀
の
城
」

が
、12
月
1
日
に
い
よ
い
よ
刊
行
さ
れ

ま
す
。

　
「
城
の
国
」と
も
呼
ば
れ
る
近
江
の
中

に
あ
っ
て
、抜
き
ん
で
た
数
と
地
域
色

豊
か
な
そ
の
構
造
か
ら
、全
国
の
城
郭

研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

城
跡
は
私
た
ち
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、

城
作
り
に
先
人
た
ち
が
関
わ
っ
た
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
と
て
も
身
近
な
遺
跡
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

四
方
に
土
塁
と
堀
を
め
ぐ
ら
し
た

「
土
の
城
」は
、見
た
目
は
地
味
で
す
が
、

敵
を
防
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
こ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。同
時
に
そ
れ
が
密
集

し
て
築
か
れ
て
い
る
様
子
は
、戦
国
甲

賀
の
主
役
で
あ
っ
た「
甲
賀
衆
」の
活
躍

と
、「
同
名
中
」や「
郡
中
惣
」の
名
で
知

ら
れ
る
地

域
自
治
の

姿
を
反
映

し
た
も
の

と
さ
れ
、

「
甲
賀
ら

し
さ
」の

ル
ー
ツ
が

こ
こ
に
あ

る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
書
は
1
8
0
に
の
ぼ
る
市
内
の
城

郭
遺
構
を
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
現
地

調
査
を
行
い
、詳
細
な
縄
張
図
や
、最
新

の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
詳
し
く
紹
介

す
る
と
と
も
に
、城
郭
探
訪
の
ガ
イ
ド

と
な
る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
が
同
梱
さ
れ
、

こ
の
1
冊
で
甲
賀
の
城
の
全
容
が
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
約
申
込（
1
冊
3
，4
0
0
円
）の

期
限
は
11
月
12
日（
金
）ま
で
で
す
。こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
手
元
に
お
備
え
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

歴
史
文
化
財
課　

市
史
編
さ
ん
室

☎
8
6
-8
0
7
5　

 

8
6
-8
2
1
6

甲
賀
市
史
第
7
巻「
甲
賀
の
城
」

日�

時
／
11
月
27
日（
土
）

　
　
　

 

14
時
～
16
時
30
分

会�

場
／
忍
の
里
プ
ラ
ラ（
申
込
不
要
）

テ
ー
マ
／
大
築
城
時
代
と
甲
賀

講�

師
／
村む

ら
た田

修し
ゅ
う
ぞ
う三

氏
・
中な

か
い井

均ひ
と
し

氏

　
　
　

 

中な
か
に
し西

裕ひ
ろ
き樹

氏
・
藤ふ

じ
お
か岡

英ひ
で
の
り礼

氏

※ 

当
日
は「
甲
賀
の
城
」の
予
約
引
換

と
先
行
販
売
も
行
い
ま
す
。

「
甲
賀
の
城
」刊
行
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

甲
賀
市
の
お
城
を
網
羅
し
た

予
約
締
切
迫
る

▲�大原城跡（甲賀町）
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甲賀広域行政組合消防本部予防課　☎63-7932   63-7940
水口消防署 　  ☎63-1119   63-7941
水口消防署土山分署 　  ☎67-1199   67-1700

問い合わせ
甲南消防署 ☎86-3119   86-0719
甲南消防署甲賀分署 ☎88-7701   88-7702
信楽消防署 ☎82-0119   82-3977

秋
の
火
災
予
防
運
動

「消したかな」あなたを守る合言葉

猶
予
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

～
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

お
早
め
に
～

　

平
成
16
年
６
月
に
消
防
法
が
一
部

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、全
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
築
住
宅
で
は
既
に
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、既
存
の
住
宅
に

つ
い
て
も
平
成
23
年
６
月
１
日
ま
で

に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
ま
だ
ま
だ
時
間
が
あ
る
か
ら
」

「
も
う
す
こ
し
考
え
て
か
ら
」で
は
な

く
、火
災
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
た
め
、ま
だ
設
置
し
て
お
ら
れ

な
い
ご
家
庭
は
早
め
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
Ｑ
＆
Ａ
住

Q�
な
ぜ
設
置
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
？

A 

住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
大

半
は
、逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
命
を

落
と
し
て
い
ま
す
。住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
て
い
れ
ば
、万

が
一
火
災
が
発
生
し
て
も
、煙
や

熱
を
感
知
し
て
火
災
を
知
ら
せ
て

く
れ
ま
す
の
で
、す
ば
や
く
避
難

が
で
き
、自
分
自
身
や
家
族
の
命

も
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
ど
こ
に
付
け
れ
ば
い
い
の
？

A 

寝
室
と
、寝
室
が
２
階
な
ど
の
場
合

は
階
段
に
も
必
ず
設
置
し
ま
す
。取

り
付
け
位
置
は
原
則
と
し
て
天
井

ま
た
は
壁
に
設
置
、階
段
も
同
様
に

取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

Q
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
？

A 

大
き
く
分
け
て
、煙
に
反
応
す
る

タ
イ
プ（
煙
式
）と
、熱
に
反
応
す

る
タ
イ
プ（
熱
式
）が
あ
り
ま
す
。

寝
室
や
階
段
に
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
の
は
、煙
式
の
住
宅

用
火
災
警
報
器
で
す
。ま
た
、1
か

所
で
火
災
を
感
知
す
る
と
住
戸
全

体
の
警
報
器
が
警
報
を
発
す
る

「
連
動
型
」も
あ
り
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

消
防
職
員
を
装
っ
て
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
売
り
付
け
、高
額
な
請
求

を
す
る
ケ
ー
ス
等
が
あ
り
ま
す
。怪

し
い
と
感
じ
た
ら
そ
の
場
で
す
ぐ
に

断
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、火
災
の
発

生
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
、ま
た
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

全国統一防火標語

11
月
9
日
火
～
15
日
月

　リストラや仕事がないなどで、生活のため、消費者金融な
どでお金を借り、返済困難な状態や、多重債務に陥っている
人がいます。
　平成22年6月から上限金利が引き下げられましたが、それ
以前に借りていた場合、利息制限法の上限金利（最大年20%）
を超えた利息で借りて返済している場合があります。
　高金利で借りていると利息だけを返済している状況にな
り、いつまでたっても元金が減りません。また、利息制限法を
超えて借りている場合には、払い過ぎになっているお金を取
り戻すことができる場合があります。消費者金融等にお金を
借りている場合、もう一度利率を確認してください。

●任意整理
　弁護士や司法書士に依頼し、利息を再計算し、今後の支払
い計画を作り直すこと。取引期間が長期であれば、借金がな
くなったり、過払いになっているお金を取り戻したりするこ
とができます。

●調停による整理
　簡易裁判所で自らが手続きすることで、費用をあまりかけ
ずに借金の減額ができます。業者との交渉は、簡易裁判所の
調停委員が行い、解決します。

●個人再生
　一定の収入がありながら、借金が多額なために支払不能に
陥る可能性がある場合、借金の一部を3年程度支払うことで
残額の支払いが免除される制度です。持家を手放さなくても
借金整理ができます。

●自己破産
　裁判所に破産の申し立てをし、裁判所の審理によって破産
手続きが開始され、不動産・自動車・生命保険などの財産は換
価処分して返済にあてられます。
　それでも返済しきれない借金が残る場合は、免責（借金を
免除してもらうための手続き）を申し立てし、免責が決定す
ると借金の支払い義務はなくなります。

詳しくはお問い合わせください。

あきらめないで多重債務

生活環境課　消費生活相談窓口　☎ 65-0685　  63-4582問い合わせ

〜正しい知識で早期に解決〜

多重債務に陥っても、
必ず解決する方法があります。
〜多重債務、4つの解決方法〜
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〜
ま
な
び
の
体
験
広
場
・
甲
賀
市
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
〜

展
示
や
体
験
で
深
め
る

交
流
、学
ぶ
エ
コ

水
ホ
ー
ル
と

あ
い
こ
う
か

市
民
ホ
ー
ル
で
10

月
9
日
、ま
な
び
の

体
験
広
場
と
甲
賀

市
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

が
同
時
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、市
内

の
高
校
、専
門
学
校

生
、シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員

の
皆
さ
ん
が

企
画
し
た
体

験
コ
ー
ナ
ー

や
環
境
を
考

え
る
コ
ー

ナ
ー
が
並
び
、

参
加
者
は
い

ろ
ん
な
体
験

を
楽
し
み
な

が
ら
、交
流
を

深
め
た
り
エ

コ
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
し

ま
し
た
。

碧

LEDを使って楽しく工作

エ
ネ
、長
寿
命
、小
型
な
ど
の
特
徴
で
、未
来
の
あ
か
り
と
し
て
注
目
さ
れ
る

L
E
D
。10
月
8
日
、こ
の
L
E
D
を
使
っ
た
工
作
教
室
が
土
山
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、「
あ
か
り
の
日
」を
前
に
、

L
E
D
の
あ
か
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
3
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。

N
E
C
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ（
株
）の
方
た
ち
の
指
導

に
よ
り
3
年
生
児
童
が
工
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
は
、L
E
D
の
結
線
や
コ
ー
ド
の
巻

き
つ
け
作
業
な
ど
細
か
い
作
業
を
丁
寧
に
行

い
、そ
れ
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
利
用
し
て

作
っ
た
模
型
の
乗
り
物
や
人
形
な
ど
に
飾
り

付
け
ま
し
た
。

　

自
分
の
使
っ
た
も
の
が
L
E
D
で
キ
ラ
キ
ラ

光
る
と
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
上
が
り
、楽
し
く

工
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

省
〜土山小学校〜

▲�作品にLEDを取り付ける児童

▲��グリーン購入について学べるお買い物ゲーム

それぞれの走りを満喫

す
り
の
ま
ち
甲
賀
10
時
間（
5
時
間
）

耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
10
月
10

日
、甲
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
着
点
と
す
る
甲
賀

中
央
公
園
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

1
チ
ー
ム
10
人
ま
で
の
リ
レ
ー
形
式
で
制

限
時
間
内
に
走
っ
た
距
離
を
競
う
こ
の
大
会
、

今
年
も
全
国
各
地
か
ら
2
3
9
チ
ー
ム
、1
，

5
2
1
人
が
参
加
、最
初
か
ら
最
後
ま
で
1
人

で
走
り
き
る
人
、上
位
入
賞
を
め
ざ
し
て
激

し
い
争
い
を
繰
り
広
げ
る
チ
ー
ム
、バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
を
楽
し
む
チ
ー
ム
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
の
走
り
を
満
喫
、爽

や
か
な
秋
空
の
下
、心
地
よ
い
汗
を
か
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

く
〜10時間（5時間）耐久リレーマラソン大会〜

▲�上位めざし力走するランナー

▲��シルバー人材センターの方による昔遊びコーナー
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　永年に渡り赤十字奉仕活動に従事した方に贈
られる、日本赤十字社最高の表彰「金色有功章」
を受賞された谷永かずゑさん。
　「とにかく動くことが好きです。活動を続け
ていくと、友達が増えてきます。そういう方と
ワイワイいいながらさらに活動することが楽
しく、自分自身のストレス解消にもなっていま
す。」と話す谷永さんは、地域の活動が発展した
かたちで、1972年に赤十字活動を始められ、以
来40年近くにわたり活動されています。その間
8期、16年の間、信楽町赤十字奉仕団の代表を努
められ、災害時の炊き出しや、歳末の施設訪問
などを実施されてきました。今回これらの活動
が認められ同表彰を受けられました。赤十字の
代表を退かれた現在も、団員として活動しなが
ら、地域のボランティアに参加するなど、毎日
を忙しく過ごされています。
　「ボランティア活動を行っていると、様々な
人との出会いがあります。出会いを通して、多
くの情報の交換ができ、学ぶことが多くありま
す。こうした今まで知らなかった人たちと一つ
の目的に向かってともに活動することによっ
て、自分自身が磨かれることが魅力です。」と谷
永さん。
　今回受章できたのも家族をはじめ周囲の理解
があったからこそという谷永さんですが、これ
からも感謝の気持ちを忘れずに赤十字やボラ
ンティアを
ずっと続け
ていきたい
そ う で す 。
ますますの
ご活躍を期
待します。

ボランティアで広がる
人のつながり

身近な草花、材料を使った
素敵な生け花

谷
幼
稚
園
で
10
月
19
日
、親
子
生
け
花
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
で
使
う
花
は
、園
児
が
見
つ
け
て
き
た
土
手

や
道
端
に
咲
い
て
い
る
小
さ
な
花
な
ど
を
使
用
、花
瓶
も

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
空
箱
や
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用

し
た
も
の
、す
べ
て
手
作

り
の
生
け
花
で
す
。

　

こ
の
日
は
4
歳
児
親

子
が
参
加
、地
域
の
方
の

指
導
に
よ
り
親
子
で
協

力
し
な
が
ら
作
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
壁
掛
け
用
花

瓶
に
、か
わ
い
い
草
花
を

飾
り
つ
け
る
と
素
敵
な

生
け
花
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。

伴
〜伴谷幼稚園〜

▲�花瓶作りと生け花を楽しむ親子

谷た
に
な
が永 

か
ず
ゑ
さ
ん

（
信
楽
町
神
山
）

GENKI na MACHIKADO

知り合い　ふれあい
わきあいあい

口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
10
月
10
日
、甲
賀
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
水
口
支
部
主
催
に
よ
る「
あ
い
あ

い
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、だ
れ
も
が
自
由
に
で
あ
い
、ふ
れ
あ
え
る

場
を
つ
く
り
、楽
し
み
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に
、今
年
初
め

て
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　

こ
の
日
は
、同
支
部
に
所
属
さ

れ
る
団
体
や
協
力
の
方
に
よ
る

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。ま
た
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
こ
う
ふ

く
ね
っ
と
。」の
皆
さ
ん
の
講
演

や
、各
団
体
の
ブ
ー
ス
も
設
置
さ

れ
、交
流
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

水
〜あいあいまつり〜

▲��活動の成果を披露するステージ発表
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▲�10月14日に行われた表彰式で表彰を
　受ける谷永さん
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▲配置売薬の行李

　

甲
賀
地
域
は
、
滋
賀
県
で
も

早
く
に
製
薬
業
が
始
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
起
源
は
各
地

に
お
札
を
配
り
つ
つ
、
薬
を

売
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
山

伏
に
始
ま
る
と
さ
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
甲
賀
で
の
製
薬

は
、山
野
に
あ
る
薬
草
を
摘
み
、

自
家
で
配
合
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
山
伏

が
活
躍
し
た
近
世
中
頃
、
製
薬
に
携
わ
る
家
で

は
、
調
合
法
を
独
自
に
研
究
し
、
門
外
不
出
の

家
伝
と
し
て
扱
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
中
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
は
、
製
薬
は

主
に
近
隣
の
女
性
の
手
作
業
で
行
わ
れ
、
行
商

人
に
よ
っ
て
各
地
へ
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
行
商

人
に
は
「
配
置
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
た
農
閑
期
の

近
所
の
男
性
が
雇
わ
れ
、
出
発
の
日
に
は
立た

ち

祝い
わ
い

が
行
わ
れ
、
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
行
商
に
出
か

け
る
こ
と

は
「
旅
に
出

る
」
と
言
わ

れ
、
遠
く

県
外
ま
で

赴
き
、
契

約
し
た
家

庭
の
も
と

へ
薬
を
運
び

ま
し
た
。
行

商
人
は
行
き
先

の
家
で
健
康
相

談
を
受
け
た
り
、

健
康
状
態
を
確

認
し
た
り
し
て
、

適
切
な
置
き
薬

を
処
方
し
、
そ

の
代
金
を
徴
収

し
ま
し
た
。

　

行
商
に
使
用
す
る
行こ

う
り李
は
五
段
重
ね
の
物
が

多
く
、
配
置
薬
や
使
用
さ
れ
ず
に
回
収
し
た
古

薬
を
種
別
ご
と
に
入
れ
る
ほ
か
、
帳
面
・
売
上

金
・
算そ

ろ
ば
ん盤
・
矢
立
、
そ
し
て
広
告
を
兼
ね
た
紙

風
船
な
ど
の
土
産
品
を
入
れ
ま
し
た
。

　

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
法
律
が
整
備
さ
れ

る
と
、
次
第
に
生
薬
を
大
阪
の
業
者
等
か
ら
購

入
し
、
薬
剤
師
の
管
理
の
も
と
自
社
工
場
で
調

合
す
る
よ
う
に
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
大

量
生
産
さ
れ
た
製
品
が
流
通
し
、
配
置
売
薬
に

も
変
化
の
波
が
訪
れ
ま
す
が
、
今
も
甲
賀
に
は

歴
史
の
古
い
製
薬
会
社
が
多
く
、
そ
の
伝
統
は

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
企
画
展

『
甲
賀
の
薬
～
と
っ
て
お
き
話
～
』

　
　
　
　
　
　
　

開
催
中
～
12
月
５
日

☎
／

 

8
6-

7
5
5
1

甲賀の薬

▲�行商の出で立ち（大正11年）

　発達障害のある方は、「人づきあいが苦手」「指示がとっ
さに分かりにくく混乱する」「同時に2つのことをこなす
ことが苦手」「臨機応変に対応することが苦手」などの特
性から、就職してもうまくいかないことがあります。
　そういう時にやみくもに仕事をしなければ、とあせっ
たり、周りが「仕事をしないと一人前でない」とプレッ
シャーをかけることで精神的に追い詰められてしまうこ
とがあります。
　発達障害のある人も、そうではない人も、生き方は一人
ひとり違います。
　まず自分は何が得意で何が苦手なのか、苦手なことに
対しては支援を受けた方がうまくいくのかどうかなどを
丁寧に振り返り、「自分らしい働き方を見つける」ことが
大切です。

発達障害とは…
　自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、
学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能
の障害です。
　就労に関するサービスなど具体的なことについては次
回に紹介します。

人生80年、一番長い成人期…
成人期の就労について考えます。

○自分にあった仕事を見つけて働く
○周囲の人に協力してもらいながら働く
○�すぐには働けないけれど将来仕事をしたいと考え、相
談や訓練を続ける
○�外で働くのではなく、安心できる環境で自分らしく生
活する。

仕事にむけて 〜いろいろな段階方法〜

甲
賀
市
の

　
　

文
化
財

歴
史
文
化
財
課　

調
査
管
理
係

☎
8
6-

8
0
2
6　

 

8
6-

8
2
1
6

問
い
合
わ
せ
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発達支援室  ☎ 65‐0735   63‐4085問い合わせ

成人期編パート①

発 達 支 援と
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「行く言葉が美しければ来る言葉も美しい。」
　日本にも「売り言葉に買い言葉」という言葉がありますが、
韓国では自分の発した言葉について吟味し、責任を持てるよ
うにこの言葉を格言としているようです。相手から返ってき
た言葉に「ムカツ」いたり「キレ」たりして、悲惨な事件に発展
することが多発していますが、まずは自分が発する「行く言
葉」に注意してみることも必要ですね。
「日照りになると泉の良さがわかる。不幸になると友達の良さ
がわかる。」
　これはモンゴルの昔からの言い伝えです。泉も友達も、何で
もない時にはありがたさをそれほど感じないものですが、逆
境に至って初めてその良さやありがたさを痛感するもので
す。砂漠の多いモンゴルでの泉を例えにして、友達とは何かを
よく言い当てている言葉ですね。普段から感謝の心を忘れな
いように心がけたいものです。
「ひとりの年寄りがなくなるのは、図書館が一つなくなるのと
同じだ。」
　これはギニアに昔から伝わる言葉ですが、最近の日本で発生
している高齢者に対する心ない事件を考えると、なんと素晴ら
しい言葉だと感心しませんか。日本にも「亀の甲より歳の功」と
いうように、高齢者を大切にし、いろんなことを学ぼうとする

姿勢があったはずです。今一度、噛みしめたい言葉です。
「情けは人の為ならず。」
　これは、ご存じの通り日本のことわざですが、「なまじ人に
情けをかけることはその人のためにならない」とか、「優しい
気持ちを持つことが自分の人間的な成長につながる」という
意味にとられていることも多いようです。本来は、「人に情け
をかけておけば、いつかは巡り巡って自分に良いことが回っ
てくる」という意味ですが、どの意味にとっても一理あるよう
に思えるのは不思議ですね。
「太陽は夜明けを待ってのぼるのではない。太陽がのぼるから
夜があけるのだ。」
　これは、ユネスコ（国連教育科学文化機関）の憲章にある一
文です。ものごとには全て何らかの原因があって結果が生じ
ます。ですから、私たちも日々ぶつかる矛盾や差別などの問題
を前に、ただたじろいでいては何も解決しません。まずは行動
を起こすことで、何か解決の糸口が見つかることをこの言葉
は教えてくれているように思いませんか？

 農業振興課　鳥獣害対策係　☎ 65-0734　  63-4592問い合わせ

人権推進課  ☎ 65-0693   63-4582問い合わせ

■
狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

　

県
で
は
11
月
15
日
か
ら
翌
年

2
月
15
日
（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
限
っ

て
は
3
月
15
日
）
ま
で
狩
猟
期

間
と
定
め
て
い
ま
す
。
入
猟
に

あ
た
っ
て
は
狩
猟
者
に
対
し
て

徹
底
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
不
慮
の
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
も
狩
猟
者
に
分
か
り
や
す

い
服
装
で
山
に
入
る
な
ど
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
甲
賀
猟
区
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

猟
区
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
を
防
ぎ

生
息
数
を
確
保
す
る
こ
と
等
を
目

的
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
設
定
さ
れ
る
有
料
の
狩
猟
の

場
で
す
。
市
内
に
は
旧
甲
賀
町
の

一
部
の
地
域
に
の
み
猟
区
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
生

息
数
の
増
加
や
農
作
物
被
害
状
況

等
勘
案
し
、
今
年
度
よ
り
廃
止
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
前
は

上
記
の
狩
猟
期
間
に
お
い
て
、
主

に
土
・
日
曜
日
や
休
日
に
入
猟
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
他
地
域
同
様

に
平
日
の
入
猟
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

（参考：佐
さ さ き

々木勝
かつお

男編『子どもに贈りたい120の言葉』）

「贈りたい言葉」～世界のことわざや格言から～

今回は狩猟期間開始と甲賀猟区の廃止等
についてお知らせします鳥獣害対策ニュース 27No.

　言葉とは、実に不思議な力をもっています。ある一言が人の一生を変えるというこ
ともよくあるものです。今回は世界のことわざや格言から素敵な言葉を選んでみまし
た。あなたは大切な人に贈りたい言葉ってありますか？

▲稲刈り後にヒコバエが生えた水田

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
野
生
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
は
、
人
の
利
用
し

な
い
植
物
が
農
地
に
残
り
、
そ
れ

を
野
生
獣
が
エ
サ
と
認
識
す
る
こ

と
に
よ
り
助
長
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
水
稲

収
穫
後
に
再
生
し
て
く
る
株
（
ヒ

コ
バ
エ
）
は
、
そ
の
顕
著
な
例
で

す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
９
月
上
旬
収

穫
の
場
合
、
ヒ
コ
バ
エ
生
体
重
は

10
ａ
当
た
り
１
ｔ
近
く
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
エ
サ
と
考
え
る
と
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
１
か
月
養
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ヒ
コ
バ
エ
の
採
食

は
11
月
が
ピ
ー
ク
と
な
る
た
め
、

ま
だ
お
済
み
で
な
い
ほ
場
は
、
秋

耕
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

秋
耕
は
お
済
み
で
す
か
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こ 特 派 員 の ペ ー
う か ま ち か ど

ジ

懐
か
し
く
て
新
し
い
手
作
り
F
M
放
送
局

　

信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
の
開
催
に
あ
わ

せ
開
局
さ
れ
た
F
M
し
が
ら
き
、
実
は
以

前
に
も
開
局
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
10
数
年
前
に
開
局
さ
れ
た
と
き
、
私
は

ま
だ
小
学
生
で
し
た
。
大
人
た
ち
が
ワ
イ

ワ
イ
楽
し
そ
う
に
放
送
を
し
た
り
、
計
画

を
し
て
い
る
の
を
遠
く
か
ら
見
て
い
て
、

い
つ
か
こ
ん
な
素
敵
な
大
人
に
な
れ
た
ら

い
い
な
っ
て
思
っ
た
も
の
で
す
。

　

懐
か
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク

に
は
、
信
楽
の
山
を
イ
メ

ー
ジ
し
、
信
楽
の
「
S
」

を
斜
め
に
し
て
、
電
波
を

信
楽
か
ら
発
信
し
て
い
く

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

生
放
送
は
、
芸
術
祭
の
期
間
中
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
（
10
月
1
日
）・
土
日
祝
・
ク

ロ
ー
ジ
ン
グ
（
11
月
23
日
）
の
20
日
間
の

9
時
か
ら
18
時
ま
で
で
、
平
日
の
9
時
か

ら
18
時
の
間
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
ま
ち
な
か
情
報
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

信
楽
支
所
東
別
館
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ
、こ

こ
で
は
生
中
継
や
生
電
話
、
実
際
に
ス
タ

ジ
オ
に
来
て
も
ら
っ
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
色
々
な
形
で
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭

の
情
報
を
発
信
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
っ
て

な
に
か
な
?
ま
ち
な
か
芸
術
祭
っ
て
な
に

か
な
?
と
い
う
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
を
、

放
送
を
重
ね
て
い
く
中
で
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
、
と
い
う
思
い
で

放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
情
報
を
知

り
、
こ
の
機
会
に
信
楽
で
芸
術
に
触
れ
、

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　

F
M
し

が
ら
き
に

は
、
①
ま

ち
な
か
芸
術
祭
の
情

報
②
観
光
情
報
③
ま
ち
づ
く

り
、
ひ
と
づ
く
り
④
地
域
情
報
無
線
⑤
防

災
無
線
と
い
う
5
つ
の
役
割
が
あ
る
そ
う

で
す
。
そ
の
中
で
、
私
は
③
の
ま
ち
づ
く

り
、
ひ
と
づ
く
り
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

F
M
し
が
ら
き
に
は
市
内
外
か
ら
65
名

と
い
う
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
や
高
校
生

か
ら
40
代
50
代
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
が

参
加
し
、
世
代
間
の
交
流
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く

一
緒
に
し
よ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
素

敵
な
ま
ち
信
楽
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知

っ
て
も
ら
え
る
楽
し
い
番
組
に
な
る
よ

う
に
企
画
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
を
越
え

た
人
と
人
の
繋
が
り
が
で
き
、
ま
た
一

緒
に
何
か
を
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
も
っ
と
信
楽
を
知
る
た
め
に
F
M

し
が
ら
き
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
信
楽
に
住
ん
で
い
て
も
「
こ
ん
な

と
こ
が
あ
っ
た

ん
だ
」
と
、
発

見
す
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る

中
で
、
F
M
し

が
ら
き
を
通
じ

て
よ
り
多
く
の

人
が
信
楽
を
知

っ
て
大
好
き
な

ま
ち
に
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
の

輪
が
広
が
っ
て

行
け
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

現
在
開
催
中
の
「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
F
M
局
が
開
局
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
さ
れ
て
お
り
、
散
策
に
便
利
で
お
得
な
情
報
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
こ
の
便
利
な
情
報
を
発
信
す
る
「
F
M
し
が
ら
き
」
を
取
材
し
ま
し
た
。

▲FMしがらきロゴ

▲�お話を伺ったFMしがらき
実行委員会代表の宇

う だ
田安
やすとし
利さん

▲�終始和やかな雰囲気のスタジオ

▲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

こうか
まちかど特派員

歯
は

黒
ぐ ろ

あずさ

 60-1911　Eメール  mail@fm775.jp
ツイッター  #fmshigaraki をつけてつぶやいて
ください。

F M し が ら き
リクエスト、応援メッセージ募集（11月23日まで）
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　子どもへの虐待は、子どもの心身の成長と人格の形成に大きな影響を与え、子どもの人権を最も侵害するものです。
　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたり、「おかしい」と感じたら、迷わず家庭児童相談室へ連絡（相談）してく
ださい。連絡した人のプライバシーは守られます。また、確認の結果、虐待の事実がなくても責められることはありま
せん。子どもの立場を最優先に考え、地域のみんなで子どもを守り育てましょう。

児童虐待とは…
　保護者がその監護する18歳未満の子どもに行う次
の行為をいいます。
身体的虐待
　 殴る、蹴る、やけどを負わせる、戸外に締め出すなど
ネグレクト（養育の放棄または怠慢）
　 家に閉じ込める、適切な食事を与えない、不潔なま

まで放っておく、必要な医療受診をさせないなど
心理的虐待
　 言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別、子ど

もの前で他の家族などに暴力をふるうなど
性的虐待
　 性的行為の強要など

見逃さないで「助けてサイン」
　子どもから
　◦ 不自然なあざ・やけど・打撲
　◦ 極端にやせている、栄養失調状態
　◦ 衣服やからだが不潔
　◦無表情、大人を見るとおびえる
　◦ 落ち着きがなく乱暴、情緒不安定

　保護者から
　◦ 子どもの健康や安全への配慮がされてない
　◦ 衣類、寝具が不衛生状態
　◦ 子どもを家に置いたまま、よく外出する
　◦ イライラして、子どもに当たる
　◦ 地域との交流がなく、孤立している　

　
　家庭児童相談室では、関係機関と連携をとりながら、児
童虐待のほか、非行、いじめ、不登校、しつけ、子育てに関
することなど、子どもとその家族に関する相談に応じて
います。

　子どもたちに明るい未来を
　　　　　　　　〜オレンジリボン運動〜

　オレンジリボン運動は、子ども虐待の現状を広
く知らせ、子ども虐待を防止し、子どもが幸福にな
れるように、という気持ちが込められた「オレンジ
リボン」を広める市民活動です。
　10月19日には児童虐待防止キャラバン隊の
皆さんが市役所水口庁舎を訪れ、中嶋市長にメッ
セージを伝達、
子どもたちの
明るい未来を
願いました。

　　　　　　  家庭児童相談室（社会福祉課内）
☎65-0660　  63-4085
次の機関でも相談を受け付けています。
滋賀県中央子ども家庭相談センター
☎077-562-1121
（24時間対応子どもを守るほっとライン） ☎077-562-8

は ぐ く む

996

問い合わせ

見すごすな 幼い子どものSOS
◦平成22年度「児童虐待防止推進月間」標語

11月は児童虐待
防止推進月間

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、環
境
に
配
慮
し
た
自
動
車
の

使
用
の
こ
と
で
す
。自
動
車
は
現
代
社
会
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、排
気
ガ
ス
や
二
酸
化
炭
素
を

排
出
す
る
な
ど
、自
然
環
境
へ
の
影
響
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

次
の
10
項
目
を
参
考
に
、で
き
る
項
目
か
ら
取
り
組

ん
で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル「
e
ス
タ
ー
ト
」

　

や
さ
し
い
発
進
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
加
減
速
の
少
な
い
運
転

　

 

車
間
距
離
は
余
裕
を
持
っ
て
、交
通
状
況
に
応
じ
た

安
全
な
定
速
走
行
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

③
早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ

　

エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
積
極
的
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

④
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
め
に

　

車
内
を
冷
や
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

　

無
用
な
エ
ン
ジ
ン
の
か
け
っ
ぱ
な
し
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

⑥
暖
機
運
転
は
適
切
に

　

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ら
す
ぐ
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
道
路
交
通
情
報
の
活
用

　

 

出
か
け
る
前
に
計
画
・
準
備
を
し
て
渋
滞
や
道
路
障

害
等
の
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

　

 

空
気
圧
が
低
い
と
燃
費
が
悪
く
な
り
ま
す
。確
実
な

点
検
・
整
備
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に
走
行

　

不
要
な
荷
物
を
積
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑩
駐
車
場
所
に
注
意

　

 

渋
滞
な
ど
を
ま
ね
く
こ
と
か
ら
、違
法
駐
車
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　

  

生
活
環
境
課　

環
境
政
策
係

☎
6
5
-0
6
9
1　

 

6
3
-4
5
8
2

地
球
と
財
布
に
や
さ
し
い

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
よ
う

〜
11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
〜
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を
含
む
︶
の
二
世
で
あ
り
、
父
ま
た
は

母
の
被
爆
以
後
に
出
生
し
た
者
で
あ
っ

て
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
な

い
者
。

申
込
期
間　
11
月
１
日︵
月
︶～
26
日︵
金
︶

実
施
期
間　
平
成
23
年
１
月
５
日︵
水
︶

～
３
月
31
日︵
木
︶の
平
日

検
査
項
目　
問
診・血
液
検
査・尿
検
査
等

費
用　
無
料︵
た
だ
し
精
密
検
査
費
用
お

よ
び
交
通
費
は
除
く
︶

※�

健
康
診
断
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関
は

申
し
込
み
時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

甲
賀
保
健
所　

☎ 

6
3
ー
6
1
4
8　

 

6
3
ー
6
1
4
2

弁
理
士
に
よ
る
知
的
財
産
権（
特

許
・
実
用
新
案
・
商
標
等
）相
談
会

日
時　
11
月
24
日︵
水
︶13
時
30
分
～
16

時
30
分

場
所　
水
口
町
商
工
会
︵
予
約
制
︶

 
 

水
口
町
商
工
会

☎ 

６
２
ー
1
6
7
6　

 

６
３
ー
1
0
5
2

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー

■
第
11
回

日
時　
11
月
20
日︵
土
︶
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ

内
容　
「
で
あ
い　
ふ
れ
あ
い　
ま
な
び

あ
い
」
ー
演
劇
活
動
に
取
り
組
ん
で
ー

高た
か
は
し橋
い
さ
み
さ
ん
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
団

座
・
く
れ
よ
ん

※
参
加
無
料
、
手
話
通
訳
あ
り

 

人
権
推
進
課　

☎ 

６
５
ー
0
6
9
3　

 

６
３
ー
4
5
8
2

お　

知　

ら　

せ

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
」

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
労
働
保
険
未
手

続
事
業
の
一
掃
」
に
向
け
て
年
間
を
通

じ
た
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
11
月
１

日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
か
月
を
「
労
働

保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
し
て
、

全
国
的
に
集
中
的
な
広
報
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。︵
労
働
者
を
雇
用
す
る
事

業
主
は
、
業
種
や
規
模
の
大
小
に
係
ら

ず
、
す
べ
て
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。︶

　

労
災
保
険
、
雇
用
保
険
に
は
、
中
小

企
業
の
事
業
主
の
委
託
を
受
け
て
、
事

業
主
に
代
わ
り
労
働
保
険
の
事
務
処
理

を
代
行
す
る
「
労
働
保
険
事
務
組
合
」

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。　

　

詳
し
い
こ
と
は
滋
賀
労
働
局
・
労
働

基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
︵
公
共

職
業
安
定
所
︶
に
お
気
軽
に
ご
相
談
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

滋
賀
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎ 

0
7
7
ー
5
2
2
ー
6
5
2
0

 

0
7
7
ー
5
2
3
ー
5
7
5
5

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の
健
康

診
断
の
実
施

対
象
者　
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ
て

い
る
父
ま
た
は
母
︵
死
亡
し
て
い
る
者

悩
ま
ず
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

開
設
は
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、
９

時
～
16
時
で
す
。

 

人
権
推
進
課

☎ 

６
５
ー
0
6
9
5　

 

６
３
ー
4
5
8
2

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎ 

６
５
ー
0
7
5
1

催　
　
　
　

し

第
30
回
か
え
で
文
化
祭

日
時　

11
月
13
日︵
土
︶、
14
日︵
日
︶　

９
時
30
分
～

場
所　
か
え
で
会
館

内
容　
作
品
展
示
：
13
日
、
14
日

９
時
30
分
～
15
時
30
分

発
表
会
：
14
日　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

模
擬
店
：
14
日　
10
時
30
分
～
完
売
ま
で

 

か
え
で
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
か
え
で
会
館
）

☎ 

８
６
ー
4
3
6
3　

 

８
６
ー
4
9
5
8

夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）

ほ
う
き
星
っ
て
な
あ
に

日
時　
11
月
13
日︵
土
︶19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

内
容　
天
体
の
お
話
、
木
星
な
ど
の
観
望

申
込
方
法　
電
話
に
て
左
記
ま
で

申
込
締
切　
11
月
12
日︵
金
︶先
着
20
名

※�

天
候・人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
あ
り

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎ 

８
８
ー
4
1
0
0　

 

８
８
ー
5
0
5
5

水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
子
宮

が
ん
検
診
は
12
月
ま
で

　

指
定
医
療
機
関
で
行
う
市
の
子
宮
が

ん
検
診
の
、
水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
実
施

は
、
12
月
22
日︵
水
︶で
終
了
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

保
健
介
護
課

☎ 

６
５
ー
0
7
0
3　

 

６
３
ー
4
0
8
5

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
を

11
月
12
日
～
25
日
は「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

︵
D
V
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
︶、
性

犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

の
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
暴
力
は
、
ど
の
よ
う
な
理

由
が
あ
っ
て
も
、
た
と
え
親
し
い
間
柄

で
あ
っ
て
も
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
暴

力
防
止
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の
な
い

社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
「
甲
賀
市
男
女
の
悩
み
ご
と

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
、
専
任
の
女

性
相
談
員
が
応
じ
て
い
ま
す
。
D
V
や

男
女
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
や
地
域
、

職
場
で
の
人
間
関
係
な
ど
、
悩
み
や
不

安
を
抱
え
て
お
困
り
の
方
は
、
一
人
で

2010.11.1 �0平成22年11月1日



場
所　
県
立
陶
芸
の
森
信
楽
産
業
展
示
館

信
楽
ホ
ー
ル
︵
参
加
無
料
︶

内
容　

信
楽
小
学
校
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
、

中
学
生
広
場
意
見
発
表
、
活
動
事
例
発

表
︵
信
楽
高
校
︶

記
念
講
演　
「
今
か
ら
で
も
間
に
合
う�

社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
づ
く
り
」

︵
滋
賀
県
教
育
委
員
会
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー�

鈴す
ず
き木　
秀
し
ゅ
う
い
ち一
氏
︶

 

青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局
（
社
会

教
育
課
青
少
年
育
成
係
）

☎ 

8
6
ー
8
0
2
2　

 

8
6
ー
8
3
8
0

気
楽
ラ
ン
チ
サ
ロ
ン

日
時　
11
月
19
日︵
金
︶10
時
30
分
～
14
時

場
所　
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
ホ
ー
ル

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
に
使
え
る
料
理
を

作
り
ま
し
ょ
う

参
加
費　
会
員　

５
０
０
円
・
非
会
員

６
５
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

定
員　
20
名
︵
先
着
順
︶

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎ 

／

 
６
３
ー
8
7
2
8

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
企
画
展
解
説
会

「
甲
賀
の
薬
―
と
っ
て
お
き
話
―
」

　
開
催
中
の
企
画
展︵
12
月
５
日︵
日
︶ま

で
︶に
ま
つ
わ
る
薬
の
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
、講
師
を
招
い
て
お
話
。

日
時　
11
月
13
日︵
土
︶10
時
～
11
時

 

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

☎ 

／

 

８
６
ー
7
5
5
1

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

S
u
z
u
k
a
御
前　

公
演

　

鈴
鹿
峠
に
残
る
伝
説
「
鈴
鹿
御
前
」

を
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
上
演

日
時　

11
月
20
日︵
土
︶18
時
開
演
︵
17

時
30
分
開
場
︶

21
日︵
日
︶14
時
開
演
︵
13
時
30
分
開
場
︶

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ

入
場
料　

前
売
り
１
、０
０
０
円
︵
大

人
・
子
ど
も
共
通
︶

当
日
大
人
１
、５
０
０
円　

子
ど
も

１
、２
０
０
円

※�

駐
車
場
は
大
駐
車
場
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。

 

忍
の
里
プ
ラ
ラ

☎ 

８
６
ー
1
0
4
6　

 

８
６
ー
8
1
1
9

N
P
O
法
人
甲
賀
文
化
輝
き

☎ 

／

 

８
６
ー
4
1
5
8

甲
賀
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民

大
会

　

国
で
は
、国
民
の
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、11
月
を「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
強
調
月
間
」と
定
め
、関
連
す
る
諸
行

事
、諸
活
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま

す
。

　

甲
賀
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
に
お

い
て
も
、青
少
年
の
健
全
育
成
と
青
少
年

を
め
ぐ
る
社
会
環
境
に
つ
い
て
理
解
と

認
識
を
深
め
、青
少
年
育
成
活
動
の
よ
り

一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
27
日︵
土
︶13
時
～
16
時
15
分

場
所　
甲
南
中
央
運
動
公
園
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ハ
ウ
ス

内
容　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー

参
加
費　
１
、０
０
０
円

募
集
人
員　
８
名

申
込
締
切　
11
月
14
日︵
日
︶

 
 

甲
南
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎ 

8
6
ー
6
9
7
1　

 

8
6
ー
6
9
8
4

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
へ
行
こ
う

水
口
囃
子
子
ど
も
体
験
教
室

日
時　
11
月
21
日︵
日
︶９
時
30
分
～

11
時
30
分
︵
受
付
９
時
15
分
～
︶

場
所　
碧
水
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
他

内
容　
水
口
曳
山
祭
で
囃
さ
れ
る
水
口

囃
子
を
、
鉦
や
太
鼓
な
ど
の
パ
ー
ト
に

分
か
れ
て
練
習
し
、
み
ん
な
で
演
奏

対
象　
小
学
生

定
員　
20
名
︵
保
護
者
同
伴
も
可
︶

※
参
加
無
料
︵
要
申
込
︶

※�

来
年
１
月
頃
に
第
２
回
を
予
定
、
続

け
て
参
加
い
た
だ
け
る
方
大
歓
迎

 
 

水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

☎ 

６
２
ー
7
1
4
1　

 

６
３
ー
4
7
3
7

第
12
回
し
が
ら
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ま
つ
り

日
時　
11
月
14
日︵
日
︶10
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、ス
テ
ー
ジ

発
表
、福
祉
施
設
の
物
品
販
売
、模
擬
店
、

福
祉
講
演
会
「
認
知
症
の
理
解
と
対
応
」

︵
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
︶

講
師　
渡わ

た
な
べ邊
一か
ず
え江
氏
︵
社
会
福
祉
法
人
甲

南
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
せ
せ
ら
ぎ
所
長
︶

 

社
会
福
祉
協
議
会　

信
楽
地
域
福
祉

活
動
セ
ン
タ
ー

☎ 
8
2
ー
8
0
3
1　

 

8
2
ー
1
4
8
8

脂
肪
燃
焼
教
室

日
時　

11
月
17
日︵
水
︶～
12
月
15
日

︵
水
︶毎
水
曜
全
５
回　
20
時
～
21
時

甲賀市民スタジアム●
11
月
の
催
し

多目的グラウンド
※�

時
間
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん

5〜7・12日（金〜日・金）

近畿官公庁野球大会（一般軟式）

13・14日（土・日）

滋賀県高等学校野球連盟1年生大会（高校硬式）

21・28日（日）

甲賀地区軟式野球大会（一般軟式）

23日（火・祝）

NOSAIカップ学童野球大会（小学軟式）

3日（水・祝）
全国高校サッカー選手権大会滋賀県予選（高校サッカー）

6日（土）
スポーツ少年団交流大会（小学サッカー）

7・13・14日（日・土・日）
クラブユース新人戦（中学サッカー）

20日（土）
ふれあい交流グラウンド・ゴルフ大会（一般GG）

28日（日）
ママさんサッカー大会（一般サッカー）
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募　
　
　
　
　

集

サ
ン
ト
ピ
ア
水
口　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

冬
の
短
期
教
室　

受
講
生
募
集

◎
基
礎
の
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
教
室
（
10
名
）

日
時　
12
月
１・
８
日︵
水
︶19
時
～
21
時

︵
全
２
回
︶

受
講
費　
１
、０
０
０
円

申
込
期
間　
11
月
８
日︵
月
︶～
22
日︵
月
︶

９
時
～
21
時
︵
土
・
日
除
く
︶

申
込
方
法　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
窓
口

で
直
接
申
込
︵
電
話
、
代
理
申
込
不
可
︶

対
象　
４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上
35

歳
以
下
の
方
︵
中
高
生
は
除
く
︶

※�

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
等
、
詳
し

く
は
左
記
ま
で

 
 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎ 
６
３
ー
2
9
5
2　

 

６
３
ー
6
7
8
8

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

受
付
期
間　
11
月
１
日︵
月
︶～
15
日︵
月
︶

︵
土
・
日
・
祝
を
除
く
９
時
～
17
時
︶

使
用
開
始
日　
12
月
１
日︵
水
︶

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場　

７
区
画
︵
う
ち

軽
自
動
車
３
区
画
︶
３
、０
０
０
円
／
円�

●
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場　
１
区
画

３
、０
０
０
円
／
月

※
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︵
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

 
 

生
活
環
境
課

☎ 

６
５
ー
0
6
8
6　

 

６
３
ー
4
5
8
2

●
油
日
駅
前
駐
車
場
︵
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
︶�

３
、０
０
０
円
／
月

秋
の
や
ま
な
み
バ
ザ
ー
市

日
時　
11
月
14
日︵
日
︶13
時
～
16
時

場
所　
甲
南
体
育
館
︵
雨
天
決
行
︶

 
社
会
福
祉
法
人
や
ま
な
み
会　

や
ま

な
み
工
房

☎ 

８
６
ー
0
3
3
4　

 

８
６
ー
8
9
1
1

三
雲
養
護
学
校
学
習
発
表
会

日
時　

11
月
12
日︵
金
︶、
13
日︵
土
︶　

９
時
45
分
～

場
所　
三
雲
養
護
学
校

内
容　
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示

 

三
雲
養
護
学
校

☎ 

７
２
ー
4
0
1
1　

 

７
２
ー
5
5
4
7

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森　

し
ぜ
ん
学
習
会

「
落
ち
葉
の
下
で
生
き
も
の
探
し
」

日
時　
11
月
28
日︵
日
︶10
時
～
15
時

場
所　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

対
象　
小
学
生
以
上
︵
保
護
者
同
伴
︶

定
員　
15
人
︵
先
着
順
︶

参
加
費　
１
０
０
円

申
込
方
法　
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年

齢
か
学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
左
記

ま
で

 
 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎ 

6
3
ー
6
7
1
2　

 

6
3
ー
0
4
6
6

 
 

油
日
駅
を
守
る
会☎ 

８
８
ー
5
8
7
9

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場
︵
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
︶

　
自
転
車　
１
、５
０
０
円
／
月

　
原
付　
　
１
、８
０
０
円
／
月

 
 

甲
南
駅
前
駐
輪
場☎ 

８
６
ー
0
5
9
0

︵
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９
時
15
分
、

13
時
～
14
時
、
18
時
30
分
～
20
時
30
分
︶

パ
ソ
コ
ン
年
賀
状
作
成
講
習
会

受
講
生
募
集

日
時　
11
月
27
日︵
土
︶、
28
日︵
日
︶

13
時
30
分
～
16
時

場
所　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き

内
容　
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
の
制
作

対
象　
甲
賀
市
、
湖
南
市
に
お
住
ま
い

の
方
、
ワ
ー
ド
で
文
字
入
力
で
き
る
方

定
員　
10
名︵
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
優
先
︶

申
込
締
切　
11
月
20
日︵
土
︶

 
 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き

☎ 

６
５
ー
4
6
4
1　

 

６
５
ー
4
6
4
2

健
診（
検
診
）カ
レ
ン
ダ
ー
広
告

掲
載
募
集

掲
載
場
所　
平
成
23
年
度
健
診
︵
検
診
︶

カ
レ
ン
ダ
ー
表
紙
お
よ
び
裏
紙
の
裏
面

︵
枠
指
定
不
可
︶

発
行
時
期　
平
成
23
年
３
月
中
旬
予
定

規
格　
①
縦
５
㎝
×
横
12
㎝
②
縦
５
㎝

×
横
５・５
㎝

募
集
枠
数　
①
２
枠　

②
４
枠
︵
募
集

数
に
よ
り
変
更
有
︶

掲
載
料
金　
①
５
０
、０
０
０
円

②
２
５
、０
０
０
円

申
込
期
間　
11
月
１
日︵
月
︶～
30
日︵
火
︶

土
日
祝
日
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

申
込
方
法　
申
込
書
・
原
稿
・
納
税
証

明
書
を
提
出

※�

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

 
 

保
健
介
護
課

☎ 

６
５
ー
0
7
0
3　

 

６
３
ー
4
0
8
5

み
る
エ
コ
お
う
み
参
加
者
募
集

　
「
み
る
エ
コ
お
う
み
」
は
、
県
内
に
お

住
ま
い
の
方
を
対
象
と
し
て
、
家
庭
か

ら
出
る
二
酸
化
炭
素
の
量
を
数
値
化
し
、

二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
二
酸
化
炭
素
の
量
は
、

電
気
の
使
用
量
な
ど
か
ら
計
算
さ
れ
ま

す
。
継
続
す
れ
ば
参
加
特
典
の
チ
ャ
ン

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
楽
し
く
簡
単

に
C
O
２
削
減
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

登
録
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

http://w
w
w
.biw
aco2.jp/�

も
し
く
は

携
帯
電
話
か
ら
登
録
く

だ
さ
い
。

※�

冊
子
版
の
「
I
S
O
こ
う
か
家
庭
編
」

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

生
活
環
境
課

☎ 

６
５
ー
0
6
9
1　

 

６
３
ー
4
5
8
2
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『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

世帯数 （+12）32,413

総　数 （－34）94,771 人

男 （－  3）46,900 人

女 （－31）47,871 人

世帯

H22.9.30現在　※（　）内は前月比

編 集

後 記

このコーナーでは市内の

保育園、幼稚園、小中学校の

児童・生徒が描いた絵を順次

紹介していきます。
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信楽支所
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「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
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　くすりのまち甲賀10時間（5時間）耐久リレーマラソン
では、毎年地域の方がボランティアで給水ポイントを設け
られています。

　この給水ポイントでは、本格的な給水の光景に加え、ランナーがドリ
ンクを飲んだり、地元の特産品を食べたりしながら談笑する楽しいふ
れあいの光景が繰り広げられていたのが印象的でした。長時間にもか
かわらず、終始笑顔のボランティアの皆さんを見て、活動を通して得ら
れるふれあいや喜びがボランティアの大きな魅力なのだと感じました。
　であいこうかでご紹介している谷永さんも、長年ボランティアを続
けてこられた理由を極めてシンプルに、好きだから、楽しいから、と話
されています。ボランティアというと「何か大変そうだな」と考えがち
かもしれませんが、楽しむことが基本なのでしょうね。　ち
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̶ お詫びと訂正 ̶ 
10月15日号の裏表紙「ものづくりこうかNO.19」で紹介させていただいた株式
会社奥田工務店水口支店の記事中で誤りがありました。お詫びして訂正します。
2段目8行目　誤：「友・愛・夢」→ 正：「心・愛・夢」

▲身近な素材で生け花を楽しむ親子
　（伴谷幼稚園・関連記事は15ページ）
▲身近な素材で生け花を楽しむ親子
　（伴谷幼稚園・関連記事は15ページ）
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